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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、総合型日本語人材養成プログラム開発という目的のため、理論研究
と実践研究を行った。まず、理論研究では、日本型「知の技法」の有する自文化を相対化する視点と他文化に対
する積極的受容姿勢とが相互文化学習の手法として有効であるという理論化を行った。次に、その理論を日本語
教育・留学生教育に還元するための教材開発及び教育実践研究を行った。実践研究の結果、本実践における日本
人学生と留学生が協働でひとつの課題解決に取り組むという方法論が学習者に課題解決に向けた意識を促す可能
性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we conducted theoretical research and practical 
research for the purpose of developing comprehensive Japanese human resources training program. 
First of all, in theoretical research, we theorized that the viewpoint of relativizing self-culture 
of the Japanese type "knowledge technique" and the active acceptance attitude towards other cultures
 are effective as a method of cross-cultural learning. Next, we conducted teaching material 
development and educational practice research to reduce the theory to Japanese language education 
and international student education. As a result of research practice, it was suggested that the 
methodology that Japanese students and international students in this practice tackle one problem by
 collaborating may encourage learners to awareness towards solution of problems.

研究分野：日本語教育学、多文化共生教育論
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１．研究開始当初の背景 
今日の日本語教育・留学生教育への学術的
要請として、「日本語＋α」の人材を養成す
るということが強く求められている。つまり、
単に日本語ができるだけでなく、学術的・専
門的な素養を持ち、国際競争力強化に資する
異文化コミュニケーション能力の高い人材
が求められている。加えて、21世紀の複雑化
する知識集約型社会における幅広い課題や
ニーズに対応するためには、「+α」の要素と
して、従来の知を「加工」し、新たな知を創
造していくことのできる日本型「知の技法」
の活用が不可欠であり、本研究が切り込んで
いこうとする領域はまさにこの点である。 
しかし、従来の日本の大学・大学院、特に
人文社会分野は、日本人学生の教育を主対象
としてきたため、アジアからの留学生のニー
ズに教育内容の改革が追い付かず、ニーズに
かなう教育内容を十分に提供できていない。
こうした問題を解決するひとつの方法とし
て本研究が提示するのが、分野横断的日本研
究の成果を教育プログラム開発に活用する
ことである。 

 
２．研究の目的 
本研究では、日本が伝統的に他から「受容」
した知を日本に適応可能な形に調整しなが
ら「加工」「活用」する能力に秀でている点
に着眼した。この文化調整型とも言うべき日
本型「知の技法」を活用した人材養成プログ
ラム、方法論の構築を通して、他国の同様の
課題にも貢献し得る普遍的視点を確保する
ことを目的とする。このため、本研究では人
文社会科学分野の学際的比較文化研究の観
点から、日本型「知の技法」を定式化し、ま
たその意義や長所を明らかにし、こうした研
究成果を留学生を惹きつけることのできる
分野横断的な教育プログラムの創出に生か
す。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、以下の（1）から（6）の手順
に沿って、理論研究と教育実践研究との両輪
を動かし、研究課題の解明を進めていく。(1)
理論研究においては、日本に固有の部分と、
共有化が可能な部分を明らかにするため、
「知の加工」という分析の視角と、「受容」「加
工」「活用」「発信」というキーワードを設定
する。(2)日本型「知の技法」の強みと弱み
を各学問分野の事例で示す。(3)事例に関し
ては、大学院教育に還元するとともに、分析
により、日本型「知の技法」の特徴と普遍性
を抽出する。(4)教育実践研究においては、
理論研究によって明らかにされた日本型「知
の技法」の事例及び理論や抽出した特徴と普
遍性を留学生用日本研究入門テキストなど
の形で教材化し、授業実践に還元する。(5)
教育実践をモニタリングし、その結果をさら
に研究計画にフィードバックし、教育プログ
ラムを構築する。(6) 他国の同様の課題に対

して、問題点の共有化、方法論の協同化をは
かるべく、研究成果を発信する。 
 
４．研究成果 
理論研究においては、日本型「知の技法」
が自文化を相対化する視点・姿勢をもつと同
時に、「各地域の元来の文化や慣習、言語を
生かした国作り・社会作りを強く志向するも
のである」点において、文化の相互学習の手
法としても活用可能なものであるという理
論化を行った。 
教育実践研究においては、理論研究で得ら
れた理論を教育に還元すべく、教材開発及び
教育実践を行い、学部生、大学院生を対象に
総合型日本語人材養成プログラムを開発し
た。開発したプログラムによる平成 28 年度
の実践研究の分析からは、知識や視野の広が
りという点では効果が見られたものの、技能、
態度、志向性をどう養い測るのかという点で
は課題が残っていた。そこで、平成 29 年度
の実践から技能、態度、志向性を測るために
ルーブリック評価を新たに導入した。さらに、
近年、コミュニケーション教育のみならず
「主体性・多様性・協働性」を育む方法とし
て入試等でも活用されている演劇づくり（平
田 2016）をタスク活動の総括として取り入れ
た実践を試みた。実践の分析の結果、本実践
における日本人学生と留学生が協働でひと
つの課題解決に取り組むという方法論が学
習者に課題解決に向けた意識を促す可能性
があることが示唆された。本研究成果の他国
の同様の課題への活用については、今後、別
途検討していくことが必要である。 
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